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○取組を行った背景
　横浜市では、「SDGs未来都市・横浜」の実現に向け、多
様な主体と連携し、環境・経済・社会課題の統合的解決を
図る取組を進めている。
　その取組のひとつとして、移動に伴う社会課題の解決や
まちの新たな価値の創出につなげていくため、パーソナル
モビリティを活用し、みなとみらい地区で実証実験を実施
した。

○取組の概要
　パーソナルモビリティの利用者の属性やニーズを把握す
るため、パーソナルモビリティ「WHILL」を活用したシェ
アリングの実証実験を実施した。
【第1回】
・実施期間：令和元年11月6日～12月5日
　　　　　  11:00～16:00（受付15:30まで）
・料金　　：無料
・ステーション（受付・返却場所）：
横浜赤レンガ倉庫、横浜ロイヤルパークホテル

・利用方法：利用当日直接ステーションにて申込み
　　　　　　受付場所と同一ステーションへ返却
　　　　　　予約不可
・利用者数：93名

　第2回実証実験は、第1回の結果を踏まえ、交通結節点
である鉄道駅の近くにステーションを設置した。また、ラ
ウンドトリップ型からワンウエイ型へ変更し、11時から
の予約を可能とした。
【第2回】
・実施期間：令和2年2月17日～3月16日
　　　　　  11:00～16:00（受付15:30まで）
・料金：無料
・ステーション（受付・返却場所）：
横浜赤レンガ倉庫
MARK IS みなとみらい
桜木町駅観光案内所

・利用方法：利用当日直接ステーションにて申込み
　　　　　  どこのステーションでも返却可能
　　　　　  11:00からの3時間以内での予約可能

○期待される効果
　本実験を通じて歩行空間における新たな移動手段として
の可能性、事業化に向けた検証を行い、みなとみらい21
地区のまちの魅力を高めるとともに、国内外からのお客様
のおもてなしや超高齢化対応に向けたまちづくりなど、移
動に伴う社会課題の解決や新たな価値創出につなげていき
たい。
　また、SDGsの17ゴールのうち、主に下の図に示す4つ
のゴールを意識した取組を進め、「SDGs未来都市・横浜」
の実現につなげていく。
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